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五
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八
日

二
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四
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一一一一日

あ
_._ 
J、
回日一

日
朝
日
町
体
協
総
会

三
一
日
選
挙
管
理
委
員
会

町
議
会
議
員

補
欠
選
挙
の
無
投
薬

六
月
十
五
日
執
行
の
山
崎
選
挙
区
朝
日

町
議
会
議
員
補
欠
選
第
に
つ
い
て
な
候
補

締
切
期
日
六
月
十
一
日
ま
で
に
、
羽
入
部

落
の
長
崎
伸
梅
松
（
満
五
六
才
）
の
推
薦
届

出
一
人
の
．
み
で
十
五
日
の
選
挙
会
に
お
い

て
無
競
争
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

農
委
の
選
挙
に
つ
い
て

七
月
十
九
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
に
な

る
農
業
委
員
の
次
期
委
員
選
挙
は
、
七
月

十
六
日
全
国
統
一
斑
挙
に
よ
り
執
行
さ
れ

ま
す
。
農
民
組
蹴
と
農
業
行
政
を
表
裏
一

Eヨ
1す22 第、、，

J．．．．
 ，rE
、

第 2 2 号

編集 兼発行人
朝日町役 i易内
ノ、管 迷ニ

印刷所 fllli 越印刷

定価 6円送料4円

臨
月
の
朝
日
町
農
業
委
員
会

本
年
四
月
十
一
日
「
投
楽
祭
員
会
等
に

関
す
る
法
律
」
が
改
正
公
布
に
な
り
、
朝

日
町
で
は
、
従
来
各
旧
町
村
ご
と
に
設
置

さ
れ
て
い
た
八
つ
の
操
業
委
員
会
（
委
員

総
数
百
四
十
人
d

が
一
本
と
な
り
朝
日
町

民
菜
委
員
会
と
し
て
、
来
る
七
月
十
六
日

に
委
員
の
選
挙
を
行
い
、
七
月
二
十
日
蓮

生
ず
る
二
と
に
な
っ
て
い
る
。

次

E
法
つ
要
点

一
、
長
誌
の
構
刑
判
（
任
問
三
平
J

選
手
二
よ
る
畳
口
三
分
安
川
ラ
ト
・

人
よ
り
四
十
人
今
明
で
後
列
で
定

め
る
。
（
条
例
は
迫
っ
て
守
一
戦
す

る
o
v

選
任
に
よ
る
委
員

（
二
号
委
員
）
良
業
協
同
組
合
及

び
長
楽
共
済
組
合
の
雌
薦
し
た
理

事
各
－
名
。

（
三
号
委
員
）
町
議
会
が
推
薦
す

る
学
識
紙
験
者
五
人
以
内
。

て
部
会
の
設
慌
〈
榊
戎
人
員
二
十
人
以

内
ザ
段
地
部
会
へ
必
躍
）
及
び
そ
の

他
の
部
会
へ
振
興
、
段
政
等
必
要
に

応
じ
て
設
置
〕
を
い
判
長
・
部
会
の
議
決

を
も
っ
て
委
員
会
の
決
定
と
す
る
。

一
、
選
挙
区
の
基
準

へ
政
令
）

区
域
を
分
け
て
二
以
上
の
選
挙
区
を

設
け
る
場
合
は
農
地
司
後
五
百
町
歩

以
上
又
は

一
反
歩
以
上
の
耕
作
此
帯

六
百
以
ヒ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

但
し
今
回
の
遊
撃
に
限
り
現
在
の

委
員
会
の
区
域
を
渓
挙
区
乙
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

城
山
頂
上
に
無
料
休
憩
所

か
ね
て
か
ら
波
山
頂
上
に
休
融
の
設
備

が
要
望
さ
れ
て
い
た
が
今
度
十
三
坪
の
無

料
休
憩
所
が
で
き
あ
が
っ
た
。

や
が
て
ラ
ム
ネ
、
サ
イ
〆
1
等
の
飲
み

も
の
や
特
産
み
や
げ
品
も
販
売
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
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J生 り活員副ン月 し平はをい 将 い っささ来気 も楽地iι し
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i ~ せ人索たゲ旬 生治期け何 だ 日 いて 言 いあ でくでし過

ん生診てンか き湾地ると；ナ軍 る い う も つ あ生働なご

只気ケをり々てし大 事 経 し 時 て す 吾 地 量 イ様ク 布団 ーてオとで は苔で選投光ヤすんおと立n
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『
あ

な

た

の

に
』

〈
雄
エ
し
た
城
山
休
憩
所
）

一…
t

北
米
加
州
だ
よ
り
）



(2) 

を
流
れ
る
精
神
か
何
か
が
存
る
様
で
な
り

ま
せ
ん
こ
の
后
に
は
其
ん
な
事
か
ら
し
ま

し
で
も
健
全
な
精
神
と
悶
体
を
故
闘
の
御

土
産
と
致
し
た
い
と
今
か
ら
心
掛
け
て
お

り
ま
す
・

現
在
の
私
途
の
仕
事
は
極
々
と
人
に
よ
り

具
り
ま
す
が
私
述
は
レ
タ
1
ス
と
申
し
ま

す
日
本
の
キ
ャ
ベ
ツ
と
由
来
の
中
間
の
棟

な
野
英
の
牧
臨
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
大
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終
始
規
律
あ
る
訓
紋
と
お
丸
い
の
引
か
い

感
情
の
も
と
に
予
期
以
上
の
教
育
的
動
来

を
あ
げ
た
。
九
日
午
後
＝
一
時
よ
り
閉
所
式

を
行
い
県
教
育
委
員
会
か
ら
受
講
者
に
青

少
年
野
外
旅
行
指
現
者
証
が
下
附
さ
れ
名

残
り
を
惜
ん
で
下
山
し
た
。

部
門
限
闘
は
キ
ャ

ン
プ
品
川
円
、
炊
阜
、

営
火
、

R

S
述
励
と
キ
ャ

ン
プ
、
布
川
市
者

22 第

き
な
枚
痩
機
に
三
十
人
近
く
も
掠
り
ボ
ー

ル
紙
の
籍
に
其
の
レ
タ
l
ス
を
二
〆
l
ス

つ
め
込
む
作
業
等
は
？
寸
お
見
せ
致
し
度

い
位
で
あ
り
ま
す
・
と
に
か
く
元
気
で
鋤

い
て
居
り
ま
す
叉
日
曜
等
は
教
会
に
行
っ

た
り
先
日
あ
た
り
は
パ
ス

一
台
貸
切
り
一

日
海
水
浴
で
楽
し
ん
で
診
り
ま
し
た
。
お

宮
き
し
た
い
事
ば
か
り
で
す
が
今
日
は
こ

れ
で
失
札
致
し
ま
す
こ
ち
ら
は
一
迦
削
位
一

キ

か
ら
サ
ン
マ

l
タ
イ
ム
に
な
り
ま
し
た
。

又
日
本
は
こ
ち
ら
よ
り
目
が
一
日
お
そ
く

十
七
時
間
違
い
ま
す
何
し
ろ
他
球
の
裏
と

表
の
事
で
す
か
ら
、
で
は
失
礼
い
た
し
ま

ず
乱
筆
御
許
し
下
さ
い
ま
せ
。

五

月

十

日

松

下

章

金

森

吟

峨

（庭
菜
労
務
者
日
本
代
表
の

一
一
以
と
し
て

渡
米
し
た
簡
保
出
身
松
下
む
の
便
り
〉

ヤ

フ

指

導

者

講

習

会

第

一

回

朝

日

町

教

育

青
年
に
創
造
力
の
発
郷
、
郷
土
に
対
す

一
の
任
務
、
キ
ャ
ン
プ

る
愛
情
、
社
会
正
義
を
守
る
精
神
を
身
に

一
衛
生
、
ハ
イ
キ
ン
グ

つ
け
さ
せ
や
が
て
次
代
を
砧
設
す
る
背
年
一
に
就
い
て
、

歌
と
ゲ

に
ふ
さ
わ
し
い
資
質
の
向
上
を
め
ざ
し
て
一
1
ム。

朝
日
町
教
育
怒
川
H
会
、
県
教
W
H
委
日
会
常
一
受
税
者

催
の
第
一
回
朝
日
町
教
育
キ
ャ
ン
プ
指
部

一

小
川
渥
子
、
長
原

4
4
講
習
会
は
六
月
七
、
八
、
九
日
の
二
泊

一

忠
、
藤
田
安
正
、

一一一
B
、
山
崎
地
内
槻
山
手
開
催
さ
れ
た
ο

一
小
川
正
夫

〈
大
家

講
師
と
し
て
は
県
教
育
蚕
員
会
の
渡
回
一

庄
〉

答
＝
一
郎
氏
、
制
日
町
教
育
療
は
会
、
日
本

一

姻
一

口
子
、
大
森

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
下
新
川
出
二
時
が
当
り

一

則
子
、
山
崎
臥
安

一

九
開
催
様
、
縦
問

元
就
、
七
以
俊
川

中
島
苔
英
ハ
山
崎
〉

水
島
彦
司
、
反
東

宮
子
（
下
肢
尾
）

苛
木
茂
ハ
元
屋
敷
〉

田
中
佐
チ
、
大
西

泊
イ
、
市H

M

岡
山犬山心

午
、
付
円
山
二
、

下
山
川
太
郎
ハ
山
v

山
本
川
て
谷
川

克
己
（
巾
川〉

折
州竹
防
火
ハ柏町川
υ

ん門川
附
チ
、
河
内

一－
紙i

pj
 

昌
子
宮
崎
）

－2
6

保

健

所

行

事

案

内

（その
一ご

＝
、
老
人
の
結
殺
と

一
般
惜
康
位
断

川
を
公
し
て
い
ゐ
も
の
は
、
な
ん
と
い
っ

保
地
所
行
邸
の
中
で
、

一
帯
大
き
な
役

て
も
紅
伎
の
予
防
恥
込
で
す
ω

そ
れ
で
、

ン

期
で
す
。
そ
れ
に
は
食
品
の
中
に
パ
イ
菌

や
寄
生
虫
の
卵
が
入
っ
て
い
る
と
－
Z
と
飲

食
物
が
腐
っ
て
い
る
と
さ
が
あ
り
ま
す
。

－
般
に
バ
イ
菌
に
よ
る
も
の
は
、
六
月

か
ら
九
月
ご
ろ
に
か
け
て
、
温
度
ニ

O
度

以
上
に
な
り
、

パ
イ
菌
が
繁
殖
し
や
す
い

か
ら
多
く
な
り
ま
す
。

病
気
が
現
ら
わ
れ
ず
に
陥
れ
て
い
る
聞

が
大

l
二
四
時
間
で
、
つ
い
で
中
躍
の
症

状
を
現
ら
わ
す
。

殊
に
抵
抗
力
の
弱
い
幼
い
子
供
程
、
念

に
搬
し
〈
、
更
に
眼
脱
〈
衰
弱
し
て
死
が

迫
る
こ
と
）
症
状
を
起
し
ま
す
。

チ
フ
久
、
赤
痢
、
コ
レ
ラ
等
猛
烈
な
伝

染
病
の
バ
イ
閣
は
、
師
、
油
虫
、
前
な
ど

で
う
つ
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の

も
の
を
飲
食
物
、
調
瑚
場
に
近
ず
け
な
い

こ
と
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
戸
樹
や
、

茶
4

タ
ン
ス
に
し
ま
っ
て
は
、
中
で
悲
さ
れ

ま
す
か
ら
、
食
物
は
眠
り
や
す
レ
訳
で
す

冷
繭
附
で
も
Mm氏
一
O
度
を
越
す
と
、

パ
イ
菌
が
盛
ん
に
発
育
し
ま
す
。
定
金
な

冷
蔵
障
の
な
い
時
は
、
風
と
お
し
の
よ
い

温
度
の
低
い
所
に
ハ
イ
帳
（
テ
ミ
翻
〉
を

お
い
て
、
そ
の
中
に
し
ま
っ
て
置
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
一
晩
越
し
た
物

は
で
き
る
．た
け
さ
け
、
時
川
の
た
っ
た
物

れ
も
う
一
民
火
を
泊
し
て
食
べ
る
こ
と
で

一

す
ωバ

イ
拡
を
巡
．
ふ
州
．
山
山
山
、
紙
、
蚊
等

一

の
駆
除
に
つ
い
て
い
、
従
来
の
よ
う
に
似

人
が
そ
れ
ぞ
れ
勝
手
に
行
っ
て
い
た
の
で

は
、
外
国
の
駆
除
事
業
の
よ
う
に
多
き
な

効
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
そ
ん
。
ど

う
し
て
も
区
域
ご
と
部
落
ご
と
の
組
績
を

作
っ
て
、
順
序
よ
く

一
斉
に
や
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
u

こ
れ
か
ら
飲
食
物
に
対
す
る
が
杭
訴
に

よ
っ
て
、
危
刊
・
ψ
受

け
る
こ
と
が
多
レ
川
一

も
う
一
度
前
号
に
統
い
て
結
伎
の
惑
を
密

き
ま
す
。

青
年
と
老
年
の
結
核
死
亡
率

ハ一

O
万
対
〉

（

m
l
M
才）

（恥
才
以
上
）

昭
和
四
年

四
二
四
人

一
二
二
人

II 

年

一
証
三
人

二
五
四
人

”r 

28 
::.10三

一
四

一
人

七
三
人

ど
う
し
て
若
レ
人
で
は
急
に
滅
り
、
老

年
の
人
で
は
変
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
昭
和
二
六
年
に
新
し
い
法
律
が
で

き
る
と
、
直
ぐ
に
学
校
、
誕
祭
峨
等
に
多

い
若
い
人
は
、

完
全
に
毎
年
健
康
診
断
を

受
け
、
早
〈
見
つ
け
、
早
く
治
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
一
般
社
会
に
多
い
老
年

の
人
は
、
直
ぐ
こ
の
位
康
診
断
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
畝
で
し
ょ
う

か
、
最
近
法
律
は
改
正
さ
れ
、
一
般
町
村

の
人
も
会
部
、
毎
年
一
聞
は
必
ず
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
境
、
赤
川
、
桜
町
、
監
町
、
大

家
圧
、
蛭
谷
、
野
中
、
泊
等
一

部
の
方
に

集
団
検
番
を
行
い
ま
し
た
。
な
に
．
ふ
ん
に

も
多
勢
の
方
を
対
象
と
す
る
の
で
早
急
に

行
き
わ
た
り
交
せ
ん
が
、
今
年
か
ら
集
制

検
診
の
政
闘
が
無
料
に
な
り
ま
し
た
の
で

直
に
多
く
の
力
に
受
け
て
破
く
よ
う
に
州
市

一郎
し
て
お
り
交
す
。

一

な
お
町
で
は
、

七
川
か
ら
一
能
町
村
民

一
の
銀
問
検
診
そ
お
施
す
る
子
広
で
す
が
、

こ
の
紡
桜
子
防
事
業
の
芯
設
に
つ
い
て
は

災
施
地
区
ご
と
に
検
診
に
先
立
っ
て
、
術

生
講
話
の
会
が
あ
灼
ま
す
か
ら
、

詳
し
く

お
聞
き
に
な
り
、
必
ず
一
家
捕
っ
て
健
康

診
断
を
受
け
て
下
さ
い
。

、
蝿
の
か
ら
だ
に
パ
イ
菌
陸
百
万

〈
以
下
次
り
）

烈
部
保
地
所
側
日
支
所
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。
ガ
ス
の
性
れ

て
・
本
来
無
味
、
Mm…弘
、
熊
色
の
気
体
で

あ
る
が
不
純
物
を
含
ん
だ
り
、
火
災

等
の
危
険
を
予
防
す
る
為
に
僅
か
に

洩
れ
て
分
る
よ
う
に
若
央
済
を
・加
え

て
あ
る
。

二
、
比
震
は
容
器
に
入
っ
て
い
る
液
体
の

時
は
水
の
約
半
分
の
重
さ
だ
が
、
容

器
か
ら
外
へ
山
山
て
気
体
と
な
っ
た
と

き
は
空
気
の
一
、
五

t
二
倍
の
重
さ

で
あ
る
。

則
ち
空
気
よ
り
貰
い
、
だ
か
ら
風
通

し
の
臨
い
所
で
ガ
ス
が
洩
れ
た
岡崎合

に
は
低
い
所
か
ら
低
い
所
へ
と
遡
っ

て
ガ
ス
が
翻
る
。

三
、
液
体
か
ら
ガ
ス
に
な
っ
土
時
の
体
積

6 



二、

持
器
は
通
風
の
良
い
島
外

に
直
立
に
設
置
す
る
、
ガ
ス

の
伐
祉
が
少
く
な
っ
て
も
横

転
等
し
て
は
な
ら
な
い
。

三一
、
ガ
ス
が
無
く
な
っ
て
符
時

を
淑
替
え
の
場
合
は
必
ず
版

光
業
者
に
取
替
え
て
も
ら
う

？』・

ι
。

四、

ガ
ス
洩
れ
の
気
配
が
あ
っ

て、

点
検
し
よ
う
と
す
る
時

は
箆
い
右
量
水
を
筆
の
先
に

つ
け
て
塗
っ
て
見
る
。
絶
対

に
火
気
を
近
づ
け
て
は
な
ら

』
ふ
、

。

J

，，t
iw
 

五、

長
時
間
使
用
し
な
い
時
は

必
ず
一
元
パ
ル
プ
を
閉
じ
る
、

小

父

長

時

間

使

肘
し
な
い
で
火

を
コ
ン
ロ

に
つ
け
よ
う
と
す

U

る
時
は
呉
氏
（の
釘
無
に
注
怠

ー

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

て

容
器
の
中
の
液
体
が
気
休
に
た
ら
う

一

0
・手
な
事
前
の
例

e

と
す
忍
為
に
起
る
圧
力
は
潟
胞

と

密

て

ゴ

ム
ホ
l
ス
、
又
は
ホ
l
ス
取
付
け

綾
な
関
係
が
あ
り
、
此
の
頃
の
閉
店
郎
か
ら
の
ガ
ス
洩
れ
や
調
整
器
の
不

ニ
O
度
C
で
は
∞
w
hH
＼凸
g
涯
の
三
十
由
民
に
よ
る
ガ
ス
の
洩
れ
て

い
た
の
が
こ
、

度
C
位
の
時
で
は

E
＼
5
5程
胞
と

低

い

所

に

潤

っ
て
い
て
マ
引
チ
を
す

な
る
c
即
ち
温
度
が
高
く
な

る

と

内

っ

て

コ
ン
ロ
に
火
を
付
け
よ
う
と
し

庄
も
高
く
な
る
。
良
好
な
状
態
の
安

た
時
引
火
し
て
火
災
と
な
っ
た
。

全
弁
は
宮
町
民
＼n
＝d

で
作
動
す
る
様
に
二
、
元
パ
ル
プ
を
ゆ
る
め
よ
う
と

t
た
が

一

な
っ
て
い
る
。

－

堅
く
て
パ

ル
プ
が
聞
か
な
い
の
で
、

一

(4 ~ 

は
約
二
五
O
倍
程
で
、
此
の
ガ
ス
が

叉
二
O
I
三

O
惜
の
空
気
と
混
合
し

・・

て
燃
え
る
。

，一h

一
回
、
火
焔
温
度
は
約
二
、

0
0
0陵
C
で

喜

一

ア
セ
チ
レ
ン
の
三
、

0
0
0度
C
よ

ほ

一

り
大
分
低
い
が
、
そ
れ
で
も
欽
を
焼

一

岱

一

き
切
れ
る
。

一

河川

一
五
、
着
火
温
度
は
四
五
（り度
。
程
で
ガ
ソ
一

年

一

1
ン
の
二
八
一
り
度
C
と
比
較
す
る
と

一

泊

一

か
な
り
高
い
c

一

和

一

O
容
別
町
民
び
川
市
民

一

昭

一
一

般
家
庭
用
は
叩
庖
容
器
、
家
庭
用
調

一

一
一幣様
、
耐
油
ゴ
ム
・
ポ
l
ス
、
文
は
制
作
ホ

一

一
1
ス
・ハン
ド
を
附
い
て
友
凶
の
憾
に
燃
悦

－

一
器
に
活
か
れ
ま
ナ
。

ひ

一

.. 
‘ 
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一
奥
様
は
常
－－

一

我
々
し
く

一
段
繁
期
上
り
の
休
控
と
慰
公
と
を
披
ね
て

一
先
進
地
の
台
所
改
詐
視
察
に
行
く
生
活
改

一
諮問
グ
ル
ー
プ
の
人
達
と
行
を
共
に
し
た
。

－
帰
り
は
あ
る
鉱
泉
で
入

r

浴
し
た
の
で
あ
る

一

時
た
ま
揃
つ
て
の
入
浴
で
あ
る
か
ら
そ

一
の
に
ぎ
や
か
さ
は
叉
絡
別
で
あ
る
。
今
見

一
て
来
た
所
の
事
か
ら
叉
家
の
事
家
族
の
事

一
話
に
花
が
咲
い
て
、
突
い
向
で
さ
ん
ざ
め

一
い
て
い
る
。
私
は
附
〈
と
も
な
く
－
b
c
L
な

て
か
ら
入
浴
し
て
居
る
主
婦
述
の
休
を
児
て

－
ハ
ツ
λ
し
た
。
年
に
す
れ
ば
二
十
七
八
か

守
ら
五
十
二
三
位
・
ま
で
の
婦
人
方
で
あ
る
が

一
皆
揃
い
本
揃
っ
て
や
せ
て
賠
ら
れ
る
の
に

一
鰐
か
さ
れ
た
。
私
は
町
に
生
活
し
て
い
る

－
の
で
常
に
入
浴
は
町
の
銭
拐
で
あ
る
が
町

・
米
の
財
人
方
の
休
つ
会
λ
今
見
る
こ
の
政

一
家
の
主

ωの
方
A

の
体
つ
き
と
抜
ベ
て
凡

－
る
と
恐
ら
く
十
年
院
も
平
く
老
い
込
ん
で

一
位
持
っ
て
い
る
、
げ
っ
そ
り
と
胞
の
肉
が

一
お
ち
て
肩
も
あ
ば
ら
も
尖
げ
／
＼
し
く
な

一
つ
て
見
る
か
ら
に
乾
か
ら
び
た
感
じ
で
あ

一る
。
そ
こ
に
は
女
性
ど
し
て
の
ふ
く
よ
か

一
さ
や
誌
k

し
い
一
聞
は
少
し
も
見
る
事
が
出

一
帝京
な
い
。
こ
れ
は
農
繁
期
の
労
働
の
過
重

一
と
労
働
に
伴
う
栄
養
と
休
養
と
の
パ
ヲ

γ

一
ス
の
塚
れ
て
い
な
い
事
が
歴
然
と
討
の
前

一
・2
E
J
1
・・、，t
J
、，，、
t
E
t－
－
pt
E，、f
t，EE．，、1
‘J
1
JE
f

一

で
、
こ
れ
を
調
整
器
の
以
付

μ
と
誤

一

っ
て
聞
い
た
為
に
ガ
メ
が
噴
出
し
て

一

日

一本
の
火
山
只
に
引
火
川
町
発
的
な
火
災

一

と
な
っ
た。

一
（
廻
転
式
プ

ロ
テ
ク
タ
ー
は
以
一
況
の
容
器

グ
ラ
ン
ド
ナ
ッ
ト
を
ゆ
る
め
た
処
ガ

一
に
は
な
く
二
ヶ
年
前
一
九
五
五
年
の
も
の

メ
が
ふ
き
出
し
て
附
近
の
火
気
に
引

－
に
あ
る
〉

火
し
火
災
と
な
る
。

一以
上
で
お
分
り
の
よ
う
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

ガ
ス
が
切
れ
た
の
で
史
瓶
と
充
脱

を

は

正
常
に
使
則
す
れ
ば
比
校
的
公
金
、
陀

取
替
え
の
為
、
制
艶
掛
か
』
担
瓶
か
ら

一利
で
あ
h

り
、
非
常
に
発
熱
は
の
刊
レ
ガ
ス

収
外
し
充
瓶
に
取
付
ょ
う
と
し
た
際

一
が
小
さ
た
容
按
に
詰
め
ら
れ
た
所
開
ガ
ス

パ
ル
プ
の
保
雄
版
（
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
一
の
缶
詰
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
だ
げ
に
川
巡

）
が
廻
転
式
で
あ
っ
て
、
丁
度
関
口一

っ
て
事
故
を
起
す
と
そ
れ
だ
け
大
ぎ
な
力

部
が
安
全
弁
の
処
を
向
い
て
い
た
の
一
と
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

6 
2 

に
見
せ
ら
れ
た
思
い
が
し
て

ハ
ツ
と
し
た

の
で
あ
る
。
大
き
な
労
働
を
す
る
時
に
は

大
き
な
休
挫
が
必
．援
で
あ
る
し
又
大
・
ぎ
な

栄
強
も
必
要
・
な
の
で
あ
る。

昆
は
主
人
と
共
に
、
田
に
出
て
働
き
な

が
ら
尚
一
通
り
の
家
事
を
処
理
し
家
中
で

一
番
小
ま
わ
り
し
て
つ
か
れ
な
が
ら

一
番

お
そ
く
寝
て
早
く
起
き
る
。
即
ち

一
番
よ

け
い
労
働
し
な
が
ら
一
番
休
養
の
少
レ
の

は
主
婦
で
あ
る
、
そ
し
て
叉
家
中
で
一
審

ま
づ
い
物
を
喰
べ
る
の
も
玉
婦
で
あ
る
。

主
制
自
身
に
し
て
見
れ
ば
臼
分
を
犠
牲
に

し
て
満
足
で
あ
ろ
う
が
そ
う
し
た
事
が
置

な・
η
煎
な
っ
て
大
切
に
思
う
失
や
可
愛
い

我
が
子
合
後
に
の
こ
し
て
自
分
だ
け
先
に

土
の
中
へ
入
っ
て
し
ま
わ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
う
し
た
事
は
枇
間
に
よ
く
あ
る
例
で

あ
る
。
ど
う
か
し
て
段
家
の
制
入
方
－一
も

っと叫んねんベ
し
く
拠
や
か
に
し
て
上
げ
る
工

夫
は
な
い
も
の
か
と
色
h

に
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
事
は
家
事
労

働
の
分
犯
と
云
う
併
で
あ
る
。

子
供
に
は
子
供
な
り
に
そ
れ
ん
＼
年
令

に
応
じ
体
質
に
応
じ
た
似
合
の
仕
事
を
分

担
さ
せ
る
。
主
人
も
上
座
に
す
わ
っ
て
煙

管
を
た
L
い
て
居
る
ひ
ま
が
あ
っ
た
ら
主

婦
の
仕
事
の
は
し
く
れ
で
・
5
子
伝
っ
て
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
す
る
事
に
よ

っ
て
、
主
婦
は
「
父
さ
ん
ま
で
が
手
伝
っ
て

下
さ
る
」
と
思
号
気
持
か
ら
で
も
明
る
き

が
閣
に
よ
み
が
え
っ
て
き
て
労
働
も
い
く

ら
か
助
か
り
若
々
し
さ
を
取
り
も
ど
す
事

は
う
た
が
い
な
し
で
占
め
る
。

民
家
の
御
主
人
も
却
で
あ
る
か
ら
わ
が

去
の
品
川
に
計
々
し
く
あ
っ
て
欲
し
い
と
以

わ
れ
る
郁
は
云
う
ま
で
も
な
い
官ずで
あ
る

o
 

p
h

，
 

郎
会
地
で
は
夫
婦
共
際
ぎ
の
人
遣
は
奥

さ
ん
が
出
物
を
切
れ
ば
御
主
人
が
御
揺
を

出
す
と
一去
っ
た
械
な
状
哉
は
よ
く
見
ら
れ

る
闘
で
あ
る
。

山
家
J

町
立
派
な
火
口
州
共
際
．
き
で
あ
る
か

ら
御
主
人
も
家
へ
帰
れ
ば
奥
様
を
い
た
わ

っ
て
家
事
の
仕
事
も
夫
刻
共
稼
ぎ
で
進
め

て
行
っ
て
い
た
だ
を
皮
い
と
ね
が
う
も
の

で
あ
る
。
（
生
活
改
良
普
及
員
大
井
〉


